
絹
産
業
で
栄
え
た
こ
と
か
ら
「
桑
都
」

と
称
さ
れ
て
き
た
八
王
子
。
霊
山
高
尾
山

の
も
と
、
ま
ち
の
発
展
と
と
も
に
受
け
継

が
れ
て
き
た
人
々
の
祈
り
や
伝
統
文
化
を

一
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
織
り
上
げ
た
「
霊

気
満
山
高
尾
山
〜
人
々
の
祈
り
が
紡
ぐ

桑
都
物
語
〜
」
が
、
２
０
２
０
（
令
和
２
）

年
６
月
に
都
内
唯
一
の
日
本
遺
産
に
認
定

さ
れ
ま
し
た
。
八
王
子
市
が
日
本
遺
産
に

申
請
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
同

市
が
２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
に
市
政
１

０
０
周
年
を
迎
え
た
こ
と
で
し
た
。

　

八
王
子
市
都
市
戦
略
部
の
平
塚
裕
之
さ

ん
は
、「
市
の
掲
げ
る
『
歴
史
文
化
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
』
を
進
め
て
い
く
こ

と
は
、『
地
域
活
性
化
』『
関
係
人
口
増
加
』

『
郷
土
愛
の
醸
成
』
と
い
う
未
来
へ
向
け

た
３
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
達
成
す
る
一
つ
の

手
段
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。『
桑
都

物
語
』
の
日
本
遺
産
認
定
は
、
そ
の
シ
ン

ボ
リ
ッ
ク
な
取
り
組
み
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　

日
本
遺
産
の
認
定
を
受
け
て
か
ら
１
か

月
ほ
ど
で
、
様
々
な
取
り
組
み
の
核
と
な

る「
日
本
遺
産『
桑
都
物
語
』推
進
協
議
会
」

が
発
足
。
八
王
子
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

協
会
、
八
王
子
商
工
会
議
所
な
ど
多
様
な

事
業
者
・
団
体
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が

主
体
的
に
日
本
遺
産
を
活
用
し
た
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
塚
さ
ん
は
、「
官
民
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

オ
ー
ル
八
王
子
で
日
本
遺
産
を
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
事
業
の
中
心

は
桑
都
物
語
の
ス
ト
ー
リ
ー
や
物
語
に

欠
か
せ
な
い
29
の
構
成
文
化
財
に
関
係

す
る
こ
と
で
す
が
、
こ
の
事
業
を
観
光
資

源
の
掘
り
起
こ
し
と
と
ら
え
ず
に
、
さ
ら

に
広
い
視
点
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
日
本
遺
産
と
い

う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
つ
な
ぐ
こ
と
で
、
さ
ら

な
る
相
乗
効
果
や
事
業
の
加
速
化
も
期
待

し
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

様
々
な
施
策
で
、

桑
都
・
八
王
子
の
魅
力
を
さ
ら
に
磨
く

同
協
議
会
の
事
業
に
は
、
普
及
啓
発
、

人
材
育
成
、
調
査
研
究
、
活
用
整
備
、
情

報
コ
ン
テ
ン
ツ
作
成
の
５
つ
の
柱
が
あ
り
、

そ
の
内
容
は
実
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
。

コ
ロ
ナ
禍
の
制
約
を
伴
い
な
が
ら
も
、
歴

史
や
伝
統
文
化
を
掘
り
下
げ
、
ま
ち
の
魅

力
に
磨
き
を
か
け
る
様
々
な
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

環
境
保
護
を
行
う
「
八
王
子
森
林
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
」
と
連
携
し
、
子
ど
も
た
ち
が

高
尾
山
の
文
化
的
価
値
を
知
り
、
発
信
す

る
取
り
組
み
が
進
行
中
で
す
。
ま
た
、
高

尾
山
や
八
王
子
城
跡
、
滝
山
城
跡
な
ど
で

活
動
す
る
ガ
イ
ド

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
が
、
日
本

遺
産
や
八
王
子
全

体
の
歴
史
文
化
を

説
明
で
き
る
よ
う

人
材
育
成
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

織
物
の
ま
ち
と
し
て
発
展
し
て
き
た
八

王
子
の
歴
史
を
深
く
掘
り
下
げ
る
だ
け
で

な
く
、
町
工
場
の
現
在

を
知
り
、オ
ー
プ
ン
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
な
ど
、
未
来

へ
つ
な
が
る
魅
力
創
造

の
た
め
の
調
査
研
究
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

桑
都
物
語
の
構
成
文
化
財
の
一
つ
で
あ
る

八
王
子
芸
妓
。
花
柳
界
文
化
を
も
っ
と
知
っ

て
も
ら
お
う
と
、
芸
妓
さ
ん
が
ま
ち
に
繰
り

出
し
、
ま
ち
の
歴
史

文
化
な
ど
を
紹
介
す

る
「
桑
都
花
街
物
語
」

と
い
う
活
動
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

認
定
か
ら
１
年
、日
本
遺
産
「
桑
都
物
語
」

の
取
り
組
み
は
ま
だ
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か

り
。「
日
本
遺
産
を
通
し
て
、
た
だ
過
去
を

知
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
そ
れ
が
今

に
生
か
さ
れ
て
い
る
と
知
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
振
り
返
っ
た
先
に
こ
そ
未
来
が
あ

る
。
こ
の
ロ
ジ
ッ
ク
を
大
切
に
、
様
々
な
事

業
に
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

我
々
の
取
り
組
み
が
良
い
事
例
と
な
れ
ば
、

他
の
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
も
貢
献
で
き

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
、
平
塚
さ
ん
。
八

王
子
か
ら
ど
ん
な
新
た
な
情
報
が
発
信
さ

れ
る
の
か
、
さ
ら
に
期
待
が
膨
ら
み
ま
す
。

人口：562,489 人　2021（令和３）年８月 31 日現在
面積：186.38 平方キロメートル
https://www.city.hachioji.tokyo.jp

「
桑
都
」が
紡
ぐ

歴
史
と
文
化
を
、未
来
へ
。

日本遺産「桑都物語」
   「日本遺産」とは、地域の歴史的な魅
力や特色を通じて日本の文化・伝統を
語るストーリーを文化庁が認定する
という制度です。全国で104のストーリーが認定を受けており、
八王子市の「桑都物語」は、都内で唯一認定を受けました。物語は、
戦国時代に関東を治めた北条氏の名将・北条氏照が八王子に居城
を築いたことに始まり、霊山高尾山への人々の祈りと、この地で受け
継がれてきた歴史文化を未来に紡いでいくというストーリーです。

八王子の歴史と文化に出会える「はちはく」
桑都日本遺産センター 八王子博物館（愛称：はちはく）は、

日本遺産の認定を受けた「桑都物語」のストーリーを紹介する展
示施設として、２０２１（令和３）年６月にオープ
ン。エントランスの壁から桑都のストーリーを
イメージしたプロジェクションマッピングが出
迎えてくれ、開放的な会場内は、大人も子ども
も楽しく歴史を学べるよう様々な工夫が凝ら
されています。

10:00 ～19:00
12/29 ～1/3、館内整理日
サザンスカイタワー八王子 ３F
（JR八王子駅南口から駅直結、
京王八王子駅から徒歩８分）
無料
042-622-8939

八王子市　都市戦略部
日本遺産推進担当課長
平塚 裕之 さん

へ

N E X T
A
M
A

お話
を伺いました

営
休
場

料
問

八王子市

連綿と続くまちの物語を振り返り、
未来へつなごう。

ろくろ車に腰掛けて操る「八王子車人形」は、
養蚕などで栄えた農村の娯楽として生まれた。

「髙尾山薬王院」と絹産業の関わりは深い。養
蚕農家が「蚕守」の護符を求めた。

豊かな自然と祈りに満ちた
高尾山のもとで「桑都物
語」は未来へ続いていく。

地
域
の
歴
史
文
化
の

語
り
部
を
育
て
る

織
物
の
ま
ち
の
魅
力
を

発
掘
す
る

芸
妓
さ
ん
の
姿
を

八
王
子
の
ま
ち
に

八王子市
D A T A

そ
う
と


